
~ 

、． 

さ
く
ら
の
奮
固
い
け
ど

風
は
ま
ろ
や
か
水
ぬ
る
み

小
鳥
さ
え
ず
り
天
燃
え
る

草
木
が
萌
え
る
地
が
燃
え
る

親
子
の
ね
が
い
限
り
な
く

血
潮
が
躍
る
胸
お
ど
る
 

産
声
あ
げ
た
あ
の
日
か
ら
 

指
折
り
数
え
 
は
や
む
と
せ
 

風
邪
が
は
や
れ
ぱ
風
邪
も
ら
い
 

百
日
咳
だ
風
疹
と
 

病
院
通

い
も
あ
っ
た
け
ど
 

今
は
す
っ
か
り
病
み
抜
け
て
 

こ
ん
な
に
元
気
に
な
り
ま
し
た
 

元
気
は
つ
ら
つ
男
の
子
 

笑
顔
や
さ
し

い
女
の
子
 

女
の
よ
う
な
男
の
子
 

男
の
よ
う
な
女
の
子
 

父
母
の
愛
情
そ
の
ま
ま
に
 

ど
の
子
も
み
ん
な
エ
ン
ゼ
ル
だ
 

上
か
ら
下
ま
で
ピ
ッ

カ
ピ
カ
 

心
は
も
っ
と
ピ
ッ
カ
ピ
カ
 

僕
ら
今
日
か
ら

一
年
生
 

わ
た
し
今
日
か
ら
小
学
校
 

背
に
し
っ
か
り
と
ラ
ン
ド

セ
ル
 

い
っ
ぱ

い
夢
が
詰
っ
て
る
 

こ
れ
が
僕
ら
の
学
校
だ
 

校
門
入
れ
ば
上
級
生
 

み
ん
な
ニ

コ
ニ
コ
よ
い
子
た
ち
 

父
さ
ん
母
さ
ん
大
丈
夫
 

今
は
小
さ
な
双
葉
だ
が
 

き
っ
と
大
樹
に
な
る
だ
ろ
う
 

〔毎月 2 回‘ 1日・15日発行〕 
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t努力 誉誠心誠意 

森
田
市
長
か
ら
辞
令
を
受
け
る
吉
岡
新
助
役
 

熱でIzこ*熱でIz* ** 

房 

（第589号） ② 広報ごしょがわら 昭和60年（1985年） 4 月15日 

吉
岡
氏
に
助
役
の
辞
令
交
付
 

去
る
三
月
八
日
に
市
議
会
第

一
回
定
例
会
で
、
助
役
の
選
任

に
つ
い
て
同
意
が
得
ら
れ
た
吉

岡
良
三
氏

（
五
十
八歳
）
へ
の

辞
令
交
付
式
が
四
月
五
日
、
市

長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

辞
令
交
付
が
行
わ
れ
た
後
、
 

森
田
市
長
は
直
ち
に
部
課
長
会

議
を
開
き
、「新
し
い
助
役
も
就

任
さ
れ
、
今
後
一
層
、
市
発
展

の
た
め
ま
い
進
し
て
い
く
」
 
と

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。
引
き
続

き
森
田
市
長
か
ら
紹
介
さ
れ
た

吉
岡
助
役
は
、「職
場
の
チ
ー
ム
 

ト
ー
‘
ュ
？‘
J
?‘
、
う‘
 

花
田
氏
は
退
任
に
あ
た
っ
て
、
 

「助
役
在
任
中
は
、
市
民
各
位

の
ご
支
援
に
よ
り
微
力
な
が
ら

市
勢
発
展
の
た
め
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
、
五
所
川
原

市
が
西
北
津
軽
の
中
心
都
市
と

し
て
の
機
能
を
発
揮
し
、
発
展

さ
れ
る
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。」
 

と
、
こ
れ
か
ら
の
市
の
発
展
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し

た
。
 

な
お
、
花
田
氏
は
四
月
一
日

付
け
で
県
教
育
委
員
会
教
育
次

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
、
不
断

の
努
力
を
惜
し
ま
ず
誠
心
誠
意

頑
張
り
ま
す
」
と
新
助
役
と
し

て
の
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

助
役
に
就
任
し
た
吉
岡
氏
は
、
 

市
内
川
山
出
身
で
昭
和
十
九
年

県
立
五
所
川
原
農
業
学
校
卒
。
 

昭
和
四
十
六
年
に
市
議
会
議
員

に
初
当
選
、
以
来
連
続
四
期
。
 

昭
和
五
十
三
年
か
ら
市
サ
イ
ク

リ
ン
グ
協
会
長
、
市
農
業
委
員
 

（
一期
）
を
努
め
ま
し
た
。
 

通
商
産
業
省

は
、
本
年
五
月

一
日
現
在
で商

業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
 

全
国
の
卸
売
業
、
 

小
売
業
を
営
ん
 

で
い
る
す
べ
て

の
商
店
を
対
象

と
す
る
調
査
で
、
 

我
が
国
の
商
店

の
販
売
活
動
の
 

実
態
や
分
布
状
況
及
び
商
品
の

全
国
的
な
流
通
状
況
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
い
わ
ば
「
商
業
の
国
勢
調

査
」
 
と
も
い
う
べき
重
要
な
調

査
で
す
。
 

調
査
の
対
象
と
な
る
商
店
の
 
 

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

な
お
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
市
秘
書
企

画
課
（
廿
⑩
二
一
二
番
 
内

線
三
一
八
番
）
へ
ど
う
ぞ
 

人
口
動
態
調
査
 

に
も
こ
協
力
を
 

厚
生
省
で
は
人
口
動
態
調
査

を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
、
 

死
亡
、
死
産
、
婚
姻
、
離
婚
の

各
届
書
を
も
と
に
、
人
口
の
動

き
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、
国

勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
だ
け
は
、
 

そ
こ
に
職
業
名
を
記
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ
で

産
業
名
も
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

調
査
結
果
は
今
後
の
保
健
福

祉
の
向
上
に
役
立
た
せ
る
た
め

の
統
計
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。
今
年
は
国
勢
調
査
の
年

に
当
た
る
た
め
、
記
入
に
つ
い

て
ご
面
倒
を
か
け
ま
す
が
、
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

市
役
所
の
窓
口
に
は
 
「出
生

届
、
死
亡
届
、
死
産
届
、
婚
姻

届
、
離
婚
届
を
さ
れ
る
方
に
お

願
い
」
 
の
リー
フ
レ
ッ
ト
を
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市
民
さ
く
ら
 

ま
つ
り
 

お
そ
ろ
い
で
ど
う
ぞ
 

一
▽
日
時
 
五
月
三
日

（
金
）、

 

一
 
五
月
六
日

（月
）
 

一
▽
場
所
 
元
町
八
幡
宮
境
内

一
 

（
夜
桜も
観
賞
で
き
ま
す
。
）
 

一
▽
催
し
物
 

」
 
o
津
軽
民
謡
と
手
踊
り
シ
ョ
 

ー
 

ー
（
五
月
三
日

（
金
）
 

一
 
午

後
一
時
 
特
設
ス
テ
ー
 

ー
 

ジ
）
 

一
 
o
歌
謡
、
民
謡
、
三
浦
み
の
 

ー
 

る
シ
ョ
ー
（
五月
四
日
（
土）
 

一
 

午
後
一
時
 
特
設
ス
テ

ー
 

一
 

）
ン
）
 

 

一
 
o
市
老
連
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
 

一
 

会
（
五
月
四
日
（
土
）
 

一
 
午

後
一
時
 
南
斗
グ
ラ
ウ
 

ー
 

ン
ド
）
 

【
 
o
県
下
カ
ラ
オ
ケ
大
会

（
五
 

一
 

月
五
日

（
日
）
午後
一
 

一
 

時
 
特
設
ス
テ
ー
ジ
）
 

一
 
〇
子
供
天
国
（五
月
六
日
（月
）
 

一
 

八
幡
宮
境
内
）
 

一
▽
カ
ラ
オ
ケ
の
申
込
み
先
 
市
 

一
 
観
光
協
会

（
市商
工
観
光
課
 

一
内
 
呑
⑩
一
一
一
一
一
番）
 

一
▽
主
催
 
五
所
川
原
市
観
光
協
 

昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か

ら
本
市
の
助
役
に
就
任
し
た
花

田
氏
は
、
上
部
機
関
と
の
パ
イ

プ
役
を
果
た
さ
れ
る
と
と
も
に
、
 

市
の
行
政
組
織
の
近
代
化
や
漆

川
工
業
団
地
造
成
な
ど
に
多
く

の
業
績
を
残
さ
れ
、
こ
の
た
び

県
へ
復
帰
い
た
し
ま
し
た
。
 

 

森田市長と別れを惜しむ
花田前助役 

多
く
の
業
績
を
残
し
て
 

花
田
英
一

助
役
が

退
任
 

商業統計調査に 

ご協力ください 

一
 

会
 

(
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テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
は
、
通

産
省
が
、
昭
和
五
十
五
年
に
八

十
年
代
の
 
「通
産
施
策
ビ
ジ
ョ

ン
』
と
し
て
打
ち
出
し
、
 

そ
の
柱
は
、
 

I
c
や
半
導
体
な
ど
の
先

端
技
術
産
業
群
を
集
積
と
し

た
一
産業
区
一
 

官
・
民
の
学
術
研
究
機
関
 

を
集
積
と
し
た
学
間
区
 

三
、
芸
術
文
化
と
自
然
に
恵
ま

れ
た
快
適
な
居

住
区
 

の
三
つ
の
ゾ
ー
ン
を
セ
ッ
ト
し

た
新
し
い
街
づ
く
り
を
目
指
す

構
想
。
 

こ
れ
ま
で
、
本
県
を
は
じ
め

全
国
十
九
地
域
が
開
発
構
想
策

定
地
域
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
（
現

在
十
五
地
域
が
承
認
を
受
け
て

い
る
。）
 

こ
れ
に
伴
い
本
県
で
は
、
当

初
『
青
森

・
浪
岡
地
域
」
を
も

っ
て
、
昭
和
五
十
七
年
基
本
構

想
を
策
定
し
、
地
域
指
定
へ
の

条
件
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、
 

通
産
省
か
ら
企
業
集
積
の
弱
さ

が
指
摘
さ
れ
た
た
め
、
当
市
を

含
む
八
市
町
村
に
圏
域
拡
大
し
 
 

て
、
新
た
に
開
発
計
画
を
策
定

し
、
去
る
二
月
二
十
日
、
同
開

発
計
画
を
国
へ
提
出
し
、
受
理

さ
れ
ま
し
た
。
 

更
に
、
早
期
指
定
を
受
け
る

た
め
の
陳
情
が
、
二
月
二
十
七

日
行
わ
れ
、
山
田
副
知
事
、
県

議
会
議
員
及
び
森
田
市
長
ら
が

通
産
省
等
四
省
庁
に
指
定
承
認

を
強
く
働
き
か
け
ま
し
た
。
 

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
 
英

語
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
技

術
）
と
ギ
リ
シ
ャ
語
の
ポ

リ
ス
（
都
市
）
と
を
結
び

つ
け
た
造
語
で
『
技
術
集

積
都
市
」
を
意
味
し
ま
す
 

●

産
・
学

・
住
が

一
体
と
な
っ

た
「
ま
ち
」
づ
く
り
 

青
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計

画
は
、
高
度
技
術
に
立
脚
し
た

工
業
開
発
を
目
指
す
も
の
で
、
 

地
域
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
高
度
技
術
に
立
脚
し
た
工

業
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
に
な

り
、
現
在
造
成
、
分
譲
中
の
漆

川
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
に

も
弾
み
が
つ
き
、
当
市
経
済
振

興
の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
は
勿

論
の
こ
と
、
西
北
地
域
へ
の
波

及
効
果
も
大
き
く
、
早
期
の
承

認
が
待
た
れ
て
お
り
ま
す
。
 

先
端
技
術
の
導
入
・
育
成
と
合

わ
せ
、
学
術
研
究
機
関
を
中
心

と
す
る
研
究
・
開
発
機
能
の
充

実
、
人
口
の
定
住
化
を
促
す
都

市
環
境
の
整
備
を

一
体
的
に
推

進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

国
 
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
機
械

電
子
工
学
）
 ・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
（
生
命
工
学
）
産
業
等

の
先
端
技
術
産
業
の
誘
致
を
進

め
る
と
と
も
に
、
在
来
産
業
の

技
術
高
度
化
を
図
り
、
よ
り
高

度
な
技
術
力
に
立
脚
し
た
産
業
 
 

群
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。
 

圏

高
度
技
術
の
開
発

・
研
究

機
関
と
し
て
、
弘
前
大
学
、
青

森
大
学
、
青
森
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
、
各
公
設
試
験
研
究
機

関
が
あ
り
、
地
域
産
業
の
技
術

開
発
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
 

囲

雪
国
で
の
快
適
な
生
活
を

送
る
た
め
、
居
住
条
件
の
整
備

と
あ
わ
せ
克
雪
型
の
新
し
い
都

市
づ
く
り
を
構
想
し
て
い
ま
す
。
 

一
未
来一
津
軽
地
域
は
、
豊
か
な

自
然
と
良
質
で
豊
富
な
労
働
力

に
恵
ま
れ
た
土
地
で
あ
り
、
未

来
に
向
っ
て
工
業
開
発
の
大
き

な
可
能
性
を
有
し
て
い
ま
す
。
 

東
北
新
幹
線
盛
岡
以
北
 

の
建
設
の
具
体
化
、
ジ
ェ
ッ
ト

旅
客
機
が
発
着
可
能
と
な
る
新

青
森
空
港
の
六
十
一
年
暫
定
供

用
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
は
、
 

六
十
一
年
に
川
口
ー
青
森
間
が

全
面
開
通
の
見
込
み
と
な
り
、
 

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
に
向
け
着

々
と
基
盤
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
 

県
歴
史
の
道
整
備
促
進
協
議
会
で
は
、
歴
史
の
道

（
南

部
の
道
）
め
ぐ
り
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
日
時
 
五
月
三
日
（
金
）
午
前
七
時

、
午
後
六
時

▽
コ
ー
ス
 
五
所
川
原
ー
鶴
田
、
板
柳
ー
小
坂
鉱
山
ー
大

湯
ス
ト
ン
サ
ー
ク
ル
、
田
子
城
跡
ー
三
戸
城
温
故
館
ー
南

部
公
霊
廟
ー
新
渡
戸
記
念
館
ー
黒
石
ー
板
柳
ー
鶴
田
、
五

所
川
原
（
中
三
デ
パ
ー
ト
前
午
後
六
時
着
）
 

▽
集
合
場
所
及
び
時
間
 
午
前
七
時
、
中
三
デ
パ
ー
ト
前
 

（
市内
本
町
）
 

▽
会
費
 
一
人
四
千
二
百
円

（見
学
料
、
昼
食
、
バ
ス
代
）
 

▽
申
込
み
先
 
青
森
市
大
字
松
森
字
佃
 
県
歴
史
の
道
整

備
促
進
協
議
会
事
務
局

（
。
〇
一
七
七
ー
⑩
一
〇
六
四

番
）
 

▽
受
付
時
問
 
日
曜
日
以
外
 
八
時
三
十
分
ー
十
六
時

▽
申
込
み
締
切
 
四
月
三
十
日
 

▽
そ
の
他
 
会
費
は
当
日
ご
持
参
下
さ
い
。
 

参
加
者
が
三
＋
八
名
以
下
の
場
合
は
中
止
い
た
し
ま
す
。
 

お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
 

審
 
コ午
ス

走
り
初
め
会
 

市
民
の
健
康
と
体
力
の
増
進
 

（
お祭
り
広
場
）
 

を
図
る
た
め
、
い
つ
で
も
だ
れ
 

▽
コ
ー
ス
 
市
役
所
→
岩
木

で
も
運
動
で
き
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
 

川
堤
防
→
元
町
浄
水
場
→
八
幡

コ
ー
ス
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
）
 
宮
→
柳
町
→
市
役
所
前
 
約
三

を
使
用
し
て
次
の
と
お
り
走
り
 

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
 

初
め
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
 

※
当
日
参
加
者
に
記
念
品
を
贈

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
 
り

ま
す
。
 

さ
い
。
 

▽
主
催
 
市
教
育
委
員
会

▽
日
時
 
四

月
二
＋
九

日
 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
教
育
 

（月
）
午
前
六
時
 
委

員
会
社
会
教
育
課

（
e
⑩
一
一

▽
集
合
場
所
 
市

庁
舎
前
 
一

一
一
 
内
線
二
五
〇
番
）
 

青
森
地
域

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
と
は
 

、
北
の
技
術
定住
都
市
を
め
ざ
し
て

、
 

交 
通 

「歴史の道めくぐり」参加者募集 



街
頭
献

血
の
ご

案
内
 

県
の
移
動
探
血
車
一
青
い
鳥
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

号
」
が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
 

▽
四
月
二
十
三
日

（火
）
 

を
行
い
ま
す
。
 

⑨
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
 

市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場
 

⑨
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時
 

ま
で
、
西
北
中
央
病
院
前
 

四
月
十
九
日
午
前
九
時
か

ら
、
 

中
州
山

（
市
営
玉
清
水
牧
場
）
 

で
山
火
事
が
発
生
し
た
と
い
う

想
定
で
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

り
空
中
か
ら
消
火
す
る
訓
練
を

行
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
第
二
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
消
火
剤
を
積
み
込
み

ま
す
の
で
、
付
近
は
ヘ
リ

コ
プ
 

林
野
火
災
防
御
訓
練
を
実
施
 

タ
ー
の
発
着
や
消
防
車
な
ど

の

出
入
り
で
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
 

参
観
す
る
方
は
、
事
故
の
な

い
よ
う
係
員
の
指
示
に
従
っ

て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
付
近
の
路

上
に
は
駐
車
し
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
 
（
市
管
理
課
）
 

お
知
ら
せ
 

保
育
所
に
入
所
を
希
望

し
な
が
ら
、
ま
だ
入
所
申

請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
 

一
部
の
保
育
所
に
若
干
の

欠
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

お
早
め
に
入
所
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

▽
申
請
先
 
市
福
祉
事
務

所
 児

童
係

（
合
⑩
二

一
一

一
番
 
内
線
二
四
三
番
）
 

万
一
に
備
え
 

交
通
災
害
共
済
に
 

加
入
し
ま
し
ょ
う
 

毎
年
三
月
三
十

一
日
が
満
期

で
す
の
で
、
今
年
に
な
っ
て
ま

だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
 

ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
お
早
め

に
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め

し
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
交
通
防

犯
対
策
室
に
お
間
い
合
わ

せ
く

だ
さ
い
。
（
廿⑩
二
二

一
 
内

線
二
八
〇
番
）
 三

 

昭和60年（1985年）4 月15日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第589号） ④ 

（昭和60年度） 

市特別保証融資制度のご案内 

名 	称 

五所川原市 
中小企業簡易小口資金特別保証融資 

五所川原市 
中小企業近代化資金特別保証融資 

① 	制 	度 〇 	制 	度 

融 資 総 額 5 	億 	円 5 	億 	円 

取扱金融機関 

青森銀行、みちのく銀行、津軽信用金庫、 
東奥信用金庫、青森県信用組合、北奥羽
信用金庫（代理貸しを含む） 

左に同じ 

融 資 対象 

市内に主な事業所を有し、 1年以上継続
して同一事業を営む中小企業者で，中小
企業信用保険法の適用をうける葉檀 

左記のほか、次のために長期資金を必要
とする者 

(1） 企業の近代化と経営の安定をはか
るため 

(2） 地場産業の振興をはかるため 

融
  

資金の使途 運転資金、設備資金 左に同じ 

利 	息 取扱金融機関の所定利息 左に同じ 

保 証 料 保証料年利率0.95% 左に同じ 
資
 
条
 

件
 

融 資 額 1企業にっき 500万円以内 1企業にっき2,000万円以内 

融資期間 
お よ び 
返済方法 

5年以内 

割賦又は一時払 

7年以内、原則として割賦返済 
（設備資金にっいては 6 カ月以内の据置 
を含む） 

保 証 人
および担保 

保証人は 1名以上 
担保 必要に応じて徴収 

左に同じ 

申込受付期間 昭和60年 4月1日から昭和61年 3 月31日まで 

申込先、手続 

きおよび相談 

申込先 	各金融機関 	 相 談 五所川原商工会議所 
（手続き） 	信用保証協会 	 市経済部商エ観光課 
提出書類 申込書一部 

備 	考 

ご利用できない業種 

(1( 阜林漁業】穀作、果樹栽培、養豚養鶏業、育林業、狩猟業、水産養殖業（こい、 

(3） 金融‘保険・土地売買：劇場、ダンスホール、パチンコ、生花、ピアノ教習、 

ます、金魚） 

(2） 飲食業】キャバレー、割烹、酒場（風俗営業の許可を受けているもの） 

そろばん塾 

広田団地 ー般分譲住宅購入者募集 
（県住宅供給公社） 

レー般分譲住宅 

譲渡価額から公庫融資額を除いた自己資金を納入していただき、公社 

が住宅を建設して分譲するものです。 

レ地域特別分譲住宅 

公庫融資額の償還開始から 5年間、青森県から年1パーセントの利息 

の援助が受けられ、更に公庫融資額の増額の特典があります。 

ン受付期間 

昭和60年 5月1日から 5 月15日まで 

ン受付場所 

市建築住宅室（廿⑩2111 内線242番） 

詳しくは、県住宅供給公社（廿0177-⑩1625番）又は市建築住宅室へ 

お問い合わせください。 

区 分 募
 
集
 
戸
 
数

同
 

一戸当り面積 譲渡予定価額 

I万円〕 

公 庫 融資
見込額 I万円） 

白
口
 

己資
町
 
金

円
 

宅地(ml 建物(ml 

一般分譲 12 280 77 1,290 730 560 

地域特分 8 280 77 1,290 830 460 

発明の日 4 月~8日 



、
 

君
の
木
来
 
緑
の
地
球
 

森
林
の
も
っ
働
き
が
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
空
気
を
浄
化
す
る
、
 

水
源
を
守
る
、
山
崩
れ
や
洪
水
を
防
ぐ
 

こ
う
し
た
働
き
に
加
え
、
 

最
近
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
と
健
康
増
進
を
兼
ね
た
“

森
林
浴
（
な

ど
の
保
健
休
養
の
働
き
も
、
大
い
に
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
今
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
の
大
切
な
森
林
が
地

球
的
規
模
で
減
り
つ
つ
あ

る
、
と
い
う
重
大
な
事
態
が
起
こ
っ

て
い

ま
す
。
 

今
年
（
一
九

八
五
年
）
は
 
「国
際
森
林
年
」
 
世

界
の
人
々
に
 

“緑
（
の
効
用
を
呼
び
か
け
、
減
少
を
続
け

る
世
界
の
森
林
に
歯
止

め
を
か
け
よ
う
と
、
昨
年
十
一
月
に
F
A
o

（国
連
食
糧
農
業

機
関
）
 

が
決
議
し
た
も
の
で
す
。
 

「国
際
森
林
年
」
に当
た
り
、
わ
た
し
た
ち
は
何
を
す
べ
き

か
 

森
林
の
重
要
性
を
改
め
て
考
え
、
“緑
）
を
増
や
す
活
動
を
活
発
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
 

？
 

・
 
年
 

再
一
 

テレビ・防災キャンペーン 

青森放送（RAB) 
毎週木曜日10 : 45一 10 : 50 

放送日 ご存じですか一防災ミニ百科― 

4/18日 地震編 地震ノ火を消せ 

4/25日 ク 
大丈夫？ 
我が家の備え 

一
年
間
に
失
う
森
林
は
 

本
州
の
約
半
分
 

現
在
、
世
界
の
森
林
資
源
は

一
年
間
に
約
一
千
百
万
ヘ
ク
タ
 

ー
ル
ず
つ
失
わ
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
本
州

の
半
分
に
当
た
る
森
林
が
姿
を

消
し
て
い
る

と
言
え
ば
、

こ
の

問
題
が
ど
れ
ほ
ど
深
刻
か
が
分

か
る
で
し
よ
う
。
 

こ
れ
は
、
急
激
に
人
口
が
増

加
し
て
い
る
開
発
途
上
国
が
、
 

食
糧
確
保
の
た
め
に
森
林
を
燃

や
し
て
畑
を
作
る
「
焼
畑
移
動

耕
作
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
燃

料
用
と
し
て
大
量
の
木
材
を
伐

採
し
て
い
る
こ
と
が
主
な
原
因

で
す
。
 

一
方
、
先
進
国
で
は
、
大
気

気
汚
染
に
よ
る
酸
性
雨
の
影
響

で
、
樹
木
が
枯
れ
て
し
ま
う
と

い
っ
た
新
た
な
問
題
が
持
ち
上

が
っ
て
い
ま
す
。
 

世
界
の
森
林
の
減
少
は
 

“他
人
事

一
で
は
な
い
 

わ
が
国
は
国
土
の
三
分

の
一
一

が
森
林
。
そ
の
う
ち
の
四
割
が

人
工
林
と
い
う
林
業
の
先
進
国

で
す
。
し
か
し
同
時
に
、
わ
が

国
で
消
費
す
る
木
材
の
半
分

以

上
は
海
外
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
状
況
に
も
あ
り
、
世

界
の
森
林
の
減
少
を
“
他
人
事
）
 

と
楽
観
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
国
際

森
林
年
」
に
当
た
り
、
わ
が
国
 
 

は
、
国
際
協
力
事
業
団
な
ど
を

通
じ
て
行
っ
て
い
る
海
外
林
業

協
力
事
業
を

拡
充
し
ま
す
。

一

方
、
国
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
森

林
対
策
を
進
め
る
ほ
か
「

国
際

森
林
年
」
に
ち
な
ん
だ
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
 

し
か
し
、
何
よ
り
も
大
切
な

こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち
の
だ
れ

も
が
森
林
の
効
用
を
理
解
し
、
 

“緑
〈
を
大
切
に
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
 

ま
ず
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
積
極
的
に
“

緑
ク
を
増
や
す

行
動
を
起
こ
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
 

、
 

▽
日
時
 
四
月
二
十
六
日
（
金
）
 

か
ら
二
十
九
日
（
月
）
ま
で

▽
場
所
 

市
役
所

前
お

ま
つ

り
広
場
（
開
会
式
は
四
月
一
一

十
六
日

（
金
）
午
前
十
時
か

ら
行
い
ま
す
。）
 

期
間
中
の
行
事
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
 

〇
庭
園
樹
等
展
示
即
売
会
 

一
般
庭
園
樹
、
は
ち
花
類
、
 

園
芸
用
品
。
 

〇
校
庭
樹
を
贈
呈
 

市
内
小
、
中
学
校
を
対
象
に

贈
呈
し
ま
す
。
（
市内
小
、
中

学
校
の
入
学
児
童
、
生
徒
に

入
学
記
念
樹
も
贈
り
ま
す
。
 
 

O
苗
木
の
無
償
配
布
 

一
般
市
民
に
期
間
中
苗
木
を

無
償
配
布
し
ま
す
。
 

〇
洋
ラ
ン
の
鉢
植
え
替
え
講
習

会
 

四
月
二
十
七
日

（土
）
 

午
後
一
時
 
お
祭
り
広
場
 

O
電
話
試
演
サ
ー
ビ

ス
 

期
間
中
、
各
種
電
話
器
の
展

示
即
売
及
び
相
談
を

い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
 一
般
市
民
を

対
象
に
会
場
で
も
「
花
と
緑

の
相
談
所
」
を
開
設
す
る
ほ

か
、
「緑
の
羽
根
」
の
募
金
も

行
い
ま
す
。
 

電
気
講
座
の
 

受
講
生
募
集
 

東
北

電
力
五
所
川
原
営
業
所

で
は
、
六
十
年
度
の
長
期
婦
人

電
気
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
 

家
庭
の
主
婦
を
対
象
に
、
電

気
の
基
礎
知
識
、
安
全
な
使
い

方
な
ど
を
習
得
し
て
い

た
だ
く

も
の
で
す
。
 

▽
期
間
 
四
月
か

ら
十
二

月
 

（
八
月
は
休
講
）
ま
で
、
毎
月

一
回
 
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま

で
。
 

▽
受
講
料
 
無
料
 

▽
定
員
 

三
十
人
 

▽
申
込
み
先
 
四
月
三
十
日
ま

で
に
、
五
所
川
原
市
田
町

一
一

三
、
一
 
東
北
電
力
五
所
川
原

営
業
所
営
業
課
サ
ー
ビ
ス
係
 

（
か
⑩
二
一
五
一
番

）
へ
 

⑤ 昭和60年（1985年）4 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第589号） 

環境緑化まつりへどうそ 

26日から「花と緑の市」 
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叫
 

旧
＋
川
 

上

一
一

立
一

！
 

一
  

E
E

ロ
ロ
 

道
 
路
 

山
皿
冊

用
水
臨
皿
皿
皿
皿
 

道
 
路
 

』
冊
 」

F
 

景

工
 

、
 fまーート 

巨く銀行 

ミ図大和山支部 I 	  

一至五所川原市内 

ー
中

‘巾
引
旧
旧
引
 

コ
 

工事区間経路図 

	 ~ 

1‘工事の方法 

掘削機により道路の一部を 

（巾 2rn) 掘削し、ケ ブル管

埋設後毎日埋め戻します。工事

の実施時間帯（午前 9時～午後 

5時）を除き車両通行可能とな

ります。 

昭和60年 5月1‘日～6月19日 

2 工事の期間 

~ 	~  
昭和60年 5月10日～ 5月13日 

中村鷲ド蕊 

」
 

瞬
 

両通行可能 県 道 

三三コ 

	4コ 
迂回路

辻回路 

昭和60年（1985年）4 月15日 	 広報ごしょがわら （第589号） ⑥ 

離乳食教室開催の

お知らせ 
離乳食の作り方と正しい

すすめ方を学ぶ教室ですの

で、お気軽においでくださ

し、o 
レ日時 5 月 8 日（水） 

9 時30分から12時
まて二 

レ場所 市保健センター 

レ料金 無料 

ン対象者 生後4 ・5 ・6 
カ月児の赤ちゃんのいる

お母さん、および妊婦さ

ん（20名） 

ン申込み先 市衛生課 

(ft35一2111 内線268番） 

レ申込み期間 4 月15日か

ら25日まで。 

乳幼児の健康診査 
）場所 市保健センター 

レ受付時間 午後1時から 1時30分まで。 

D持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 3 歳児は尿 

検査も行いますので、当日きれいに洗った小びんに尿を 

入れて持ってきてください。 
D注意 6 カ月児の健康相談の際に神経芽細胞腫（小児が 

ん）の検査セットを配付いたします。 
レお願い 病気療養中のお子さんは他のお子さんへのこと 

も考えてご遠慮願います。 
お問い合わせは 市衛生課（廿35-2111 内線268. 272) 
へどうぞ。 

月 	齢 対 象 児 と 	き 内 	容 
3 カ 月 児 S 60年 1月生れ 5 月14日因 健康診査 
6 カ 月 児 S 59年10月生れ 5 月21日因 健康相談 
1 	歳 	児 S 59年 4 月生れ 5 月27日（月） 健康相談 
1歳 6 カ月児 S 58年11月生れ 5 月28日因 健康診査 
3 	歳 	児 S57年 1月生れ 5 月13日（月） 健康診査 

東
北
電
力
で
は
、
こ
の

た
び
漆
川
工
業
団
地
へ
の

供
給
送
電
線
工
事
の
た
め
、
 

鎌
谷
町
（
ー
ッ
谷
地
区
）
 

と
鳥
森
の
一
部
市
道
を
掘

削
い
た
し
ま
す
。
 こ
の
た

め
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は

工
事
期
間
中

、
通行
に
ご

不
便
か
お
か
け
し
ま
す
が
、
 

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
 o
 

▽
工
事
区
間
 

五
所
川
原
変
電
所
か
ら

漆
川
工
業
団
地
ま
で
の
約

二
』
（
う
ち
地
中
線
一

‘
 

五
』
）
の
区
問
 

▽
エ
事
期
間
 

工
事
期
間
は
、
図
の
実

線
部
分
が
五
月
十
日
か
ら

五
月
十
三
日
ま
で
、
破
線

部
分
が
五
月
十
四
日
か
ら

六
月
十
九
日
ま
で
 

▽
連
絡
先
 

東
北
電
力
卿
青
森
支
店

立
地
用
地
部
（
漆
川
線
担

当
）
。
〇

一
七
七
ー
 
一
一

一
九
一
 （内
線
四
二
六

・

四
二
七
番
）
 

ま
た
は
、
東
北
電
力
囲

五
所
川
原
営
業
所
（
廿
⑩

一
一
一五

一
番
）
 

白
色
申
告
者
の
記
帳

記
録
保
存
制
度
 

事
業
所
得
等

（
事
業所
得
や

不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
）
の

あ
る
白
色
申
告
者
に
も
記
帳
制

度
や
記
録
保
存
制
度
、
総
収
入

金
額
報
告
書
提
出
制
度
、
収
支

内
訳
書
添
付
制
度
な
ど
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
 

詳
し
く
は
、
五
所
川
原
税
務

署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。（
e
 

⑧
三

一
四
六
番
）
 

柔
道
教

室
開
設
 

F
の
お
知
ら
せ
 

初
心
者
の
方
も
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
 

▽
期
間
 
四
月
か
ら
十
月
末

日
ま
で
 

▽
時
間
 
毎
週
月
、
水
、
金

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
七
時
ま

で
、
土
曜
日
は
午
後
三
時
三
十

分
か
ら
五
時
ま
で
 

▽
場
所
 
市
立
三
道
会
館

▽
対
象
 
小
学
生
 

中

・
高
・
一
般
（
女
子
も
大

歓
迎
し
ま
す
）
は
、
毎
週
火
、
 

木
、
土
 
午
後
七
時
か
ら
九
時

ま
で
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
（
廿
⑩
一
一

一
一
一
 
内
線
二
五
〇
番
）
 

▽
主
管
 
五
所
川
原
柔
道
会
 

短
 
歌
 

春
も
呼
ぶ
小
鳥
ら
庭
に
さ
え
づ
り
て
し
ば
し
聞
き
を
り
朝
 

の
ひ
と
と
き
 

和
田
 
秀
峰
 

雪
溶
け
の
土
手
道
ゆ
け
ば
さ
ぎ
波
の
岩
木
の
流
れ
満
々
と
 

し
て
 

岩
谷
 
明
雄
 

黒
々
と
う
つ
ぶ
し
残
る
焼
跡
の
人
の
悲
し
み
い
か
ば
か
り
 

な
む
 

小
笠
原
俊
亮
 

春
日
差
し
に
屋
根
氷
り
落
つ
さ
な
が
ら
に
木
葉
微
塵
に
冬
 

が
砕
け
る
 
山
上
 
和
美
 

訪
ひ
来
し
も
手
術
後
の
遺
症
に
た
だ
笑
み
て
兄
帰
り
ゆ
く
 

時
雨
る
る
な
か
を
 

関
 
喜
代
栄
 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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